


































非  過  去 
過     去 
普通過去 直前過去 
完成相 
ri語尾形 kakï ス(シ) kakïtaL シタリ kakiqta(L) シアリタリ 
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継続相 
融合形 kaki:L  シアリヲリ kaki:taL シアリヲリタリ 
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1. namakara  ïzü:  jakï. 
 今から  魚-を  焼く 
2）動作の発生；〈基準時点以後＝未来〉のテンス的意味を表す。1)同様、その基準時点
は発話時＝現在に限られており、無限界動詞によって表される。 
2. “sju:,  sju:,  no:-gara:-nu-du  nuNdi:  kï:”-ti, 




3. “agai,  ikïmusï-nu  Mme-nu  kui-nu-du  kïkaiL.  piNna  munu”-ti, 




4. agai,  Mme  ure-u  si:  nu:siL. 
 [感]  もう  それ-を  して  乗せる 
ああ、もうそれ｛note.お手玉を上に投げる｝をして（手に）乗せる（んだね）。 
5）一般的なコトガラ；完成相非過去形に限られた、非アクチュアルな用法である。 
5. “jana  fucë:  du:-Nke:-du  ma:L.”  [諺] 




6. ukïna:-mai,  zju:rukunicu-ti:-ja  sï:.↗ 
 沖縄-も  十六日-と-は  する 
            
             
       
               







7. ××-nu  qvaga,  Nna:  Mmaga-nu-du  nama  kï:. 
 [屋号]-の  [言誤]  [間]  孫-が-ぞ  今  来る 
[屋号］の、ええと、孫が今来る（ft.来ている）。｛note.on line.「孫」は既に表現主体
の眼前に座っている。｝ 
8. sju:  jari:  wa:L-taqra,  are  taro:,  we  uma-kara:  ki: 
 主-Ø  やり  なさった(方)-は  [感]  太郎  [間]  そこ-から  来て 
 kadi-da,-ti  M:-mai  kadisï. 








9. zjo,  barifucï-mai  tatiqta.  kuma-kara. 





10. aNsiqte:,  “Mme  ikiqta  na.”  “ara-N,  muqtu  ika-N”.～
６ 
 そうして  もう  行った  ね  ではない  全然  行かない 
そうして、「もう行ったね？」「いいえ、全く行かない」 
11. “aha:,  umuidasiqta,  ‘meN’-ti:nu  kutuba-du  a-taL”-ti:, 






                           
      
           




12. uL-ga  uja-ga-du  kï-taL-ti:  jo:. 
 それ-が  親-が-ぞ  来た-と  よ 
その子の父親が来たってよ。 
13. ke,  kanu  sïta-nu  kata  kare  nu:-N,  marubi:.↗ 
 [間]  あの  下-の  方  あれ-は  何-に？  転んだ 
あれ、あの（脚の）下の方、あれは何（に？）、転んだ？ 
14. hai,  harue:  wa:riqta.↗ 





15. kicigi  qfa-nu  Mme-nu  butaqra:. 




16. ziro:-ja  kïnu:,  taro:-ju  nikai  baqzju:-taL. 








17. “a,  kare:  nu:-ti-ga  ïzi:L-ga”-ti  Mme  kïki:, 
 [感]  あれ-は  何-と-か  言っている-か-と  もう  聞いて 
｢あ、あれは何と言っているのか」ともう（それを）聞いて（そう思って）、 
18. “nusïtai,  aNsi:  uipïtu-nu  osoi  jikaN:  tamunu:  bari:  wa:ri:L-ga” 
 どうして  そのように  老人-の  遅イ  時間-に  薪-を  割り  なさっている-か 
｢どうして、そのようにお年よりが遅イ時間に薪を割りなさっているのですか」 
19. “qva:  nu:-ti-ga:,  e:gu-gama-uba  uqtu-ba  muri:taL↗”-ti  ï:-ba, 
 あなた-は  何-と-か  歌-[指小]-をば  弟or妹-(を)ば  子守していた-と  言うと 
       
             
                 
         





20. aNna:  nakada-N-du  suika-u  kïsi:  wa:ri:-taL  do:. 







21. aidia-u  Ndasï-taL  pïtu  sïni:  wa:ri:L. 
 アイディア-を  出した  人-Ø  死に  なさっている 
(その本の）アイディアを出した人（は）死になさっている。 
22. aki-ga,  ××aki-ga  jumi-N  nari:,-taL. 







23. cïbusï  jami:L,↗  aNna. 
 膝-Ø  痛んでいる  母 
膝（が）痛んでいる？お母さん。 
24. aN-ja  kaeqte  joNzju:ku:  be:-tu  ume:-taL.  @  rokuzju:ici-ti:. 
 私-は  カエッテ  49  (～の)者-と  思っていた    61-と 
私はカエッテ49（歳）の者と思っていた。61（歳の午年）って。 
25. hai,  are  muko:-ni,  ×,  ××-nu  ari:L  dara:na. 
 [感]  アレ  向コウ-ニ  [言淀]  [屋号]-の  ある,[融継]  だろう 
ねえ、（あの家の）向コウニ（は）、［屋号］があるでしょ。 
26. aL  pïtu-nu-du:,  aL  hoNja-Nke:  hoN  ko:ga-ti  ikiqte:,  hoNdana-u 
 ある  人-の-ぞ  ある  本屋-へ  本-Ø  買いに-と  行って  本棚-を 
 mi:L-badu,  nara-ga  uNsjuku-N  nuzumi:  buL  hoN-nu  ari:-taL-ti:. 
 見ると  自分-が  うんと-に  望んで  いる  本-の  あった,[融継]-と 
ある人が、ある本屋へ本（を）買いにと行って本棚を見ると、自分が大変に望んで
                          
                  
                     
         
           








27. ～ti:nu  panasï-mai-du,  muksje:  ari:,  hoNto:  kure:,  uNsi:nu 
 -との  話-も-ぞ  昔-は  あって  本当  これ-は  そのような 
 panasë:  ju:-du  kïki:  buL. 
 話-は  よく-ぞ  聞いて  いる 
～という話しも昔はあって、本当（に）これは、そんな話は（昔から）よく聞いて
いる。 
28. uL-ga  Mme,  kunu  tujumiganasë:  we:  kuma-Nka-nu  tujumiganasï, 
 それ-が  もう  この  豊見親加奈志-は  [間]  ここ-に-の  豊見親加奈志 
 ari:  wa:L-badu,  Mme  kaje:  wa:ri:-taL-ti:. 























             
                  





ex．i:ju kakï(絵をかく）― i:ju kakï pïtu(絵をかく人) 
A’；/macï/(待つ)、/mucï/(持つ)、/ï:/(言う) 
ex．aMju mucï(網を持つ）― ziN mucï zaisaNka(金持ち(の)財産家) 
B；/nasï/(生す)、/kiqzï/(削る)、/fuqcï/(移る) 
ex．qfau nasï(子を生す）― qfau nasï tukï(子を生す時) 
C；/tuL/(取る)、/buL/(いる)、/ki(:)L/(蹴る)、/naL/(なる)、/nu:L/(のぼる、
乗る)、/nuM/(飲む)、/aM/(編む)、/cïcïM/(包む) 
ex．kumaN buL(ここにいる）― taramaN buL pïtu(多良間にいる人) 
D；/fu:/(食う)、/umu:/(思う)、/baru:/(笑う) 






ex．funiu kugi: buL(舟を漕いでいる）― funiu kugi: buL ïzaku(舟を漕いでい
る櫂) 
過去形 
ex．paLNke:ikïtaL(畑へ行った）― hoN ko:ga ikïtaL pïtu(本を買いに行った人) 











ex．terebiu mi:L（テレビを見る）― ure: mi:L munu（それは見るもの） 
cf．“tiN mi: garasja”（天を見る烏［諺］） 
｢二段活用動詞」対応；/ukiL/（起きる）、/tamiL/（ためる）、/kaNgaiL/（考え
る） 
ex．ziNju tamiL（お金をためる）― mizü: tamiL kami（水をためる甕） 
            
            
            
          
        
                  
                
            
     









ex．inanudu kumaNke: kï:(犬がここへ来る)― kumaNke: kï: pïtu(ここへ
来る人) 




 同形型 異形型 推量形型 
 Ⅰ類＝強変化 kakï ― kakazï: 
完成相・連体形 Ⅱ類＝弱変化 mi:L mi: mi:zï: 




［分析形］ kaki: buL 

































29. hai,  uL  pirakï  pa:  ne:N  na.  hai  kunu  ami  jo:. 
 [感]  それ-Ø  開く  葉-Ø  ない  ね  [感]  この  雨  よ 
ねえ、それは開く葉(は)ないよね。ああこの雨よ｡{note.雨のないことを嘆いている} 
30. si:  Mme  ataL.  kiNjo:  asato  jaL  munu. 
 [感]  もう  合う  金曜  明後日-Ø  やる  もの 
そうね、もう合う（ね）。（その法要は）金曜、明後日（に）やるもの（だから）。 
31. qfaMmaga  iqtaru-made  kuma-Nka-kara  nuNdi:L  qfaMmaga-nu  Mme:, 
 子孫-Ø  至る-マデ  ここ-に-から  出る  子孫-の  [Pl.]-は 
 pïtu-mo,  sukosimo,  Nna,  jizimi-mai  sirariN,  cja:gaL,  cja:gaL-ba 
 人-モ  少シモ  [間]  いじめ-も  されない  伸びる  伸びるの-を 
 si:  ikï-tu  nara-ga  tasuki,  uzigami-ti:  Nna:,  Nna:,  su:  si:, 
 して  いく-と  自分-の  助け  氏神-と  [間]  [間]  する  して 
 Nna,  si:  iki-ti:nu  juiguN-ba  si:  wa:L-taL-ti:. 




32. kunu  si:niN-ja  uduruki-u  si:,  “nubasi:mai  tasuki:  wa:ri.  wa:L 
 この  青年-は  驚き-を  して  どうしても  助け  なされ  おっしゃる 
 kuto:,  nubasinu  kutu-mai  kanarazu  sjuqzi:”-ti, 




                  
                   
        
              
        







33. jagate  kju:zju:  narazï:  pïtu-nu.  @ 
 やがて  90-Ø  なろう  人-が   
やがて90（歳に）なる人が。［こんなにも元気でいらっしゃる、と続くニュアンス］ 
34. “futa:L-ga  naka-N,  pi:sja:-Nke:  Mbaizï:  pïtu-tu-du  ika-zï:”-ti 













35. wa:ritqti:-du,  kïM-ba  a:ri:  wa:L  tukuru-Nke:  Nna:,  mumu-nu,↗ 
 いらっしゃって-ぞ  着物-を  洗い  なさる  ところ-へ  [間]  桃-が 
 momo  jo,  sore-ga  garaNgaraN-to,  N:,  nagarete  kita.  juri: 
 モモ  よ  ソレ-ガ  ガランガラン-ト  [間]  流レテ  来タ  揺れて 
 kï-taL,-ba,  oba:-ja  uL-u:  muti  wa:ri:, 




36. kuNgeN-ja,  “qvata-ga  asubï  sugata:,  Nda  kuda-N,  nu:-ju  si: 
 クンゲン-は  あなたたち-が  遊ぶ  姿-は  どこ  ここ-に  何-を  して 
 buL,-ti:-gami-mai,  sjarasjara  sja:mi”-ti:, 
 いる-と-[強意]-も  [擬態語]  だよ-と 
クンゲンは、「あなたたちが遊ぶ（ft.遊んでいる）姿は、どこそこで、何をしている
               
           
            
                   
     
        






37. kunu  futacuga:mura:  raibjo:kaNzja-nu  sjuru:  tukuru. 
 この  フタツガー村-は  ライ病患者-の  集まる  所 
このフタツガー村はライ病患者が集まる（ft.集まっている）所。 
38. pïguL  mizï-nu  ne:N  na.↗ 
 冷える  水-が  ない  な 
冷える（ft.冷えている）水が（ft.は）ないね？ 
39. a,  ho:geN-ju  nara:-ti  ku:  pïtu-Nke:  kanarazu  kjo:cu:go-u 
 [感]  方言-を  習おう-と  来る  人-へ  必ず  共通語-を 
 sju:-zï:-ti-ba  buL. 








40. kïkü:  mucïkasïgi  ge:rai.  pïtui  idiqti:-du  nara:sutari:  ju.  idi: 
 聞くの-は  難し気  だろう  １回  出て-ぞ  習わしたから  よ  出て 
 kïtari:.  weNsi:  pïkaiL  tukuru:ba  pïki:,  agiraiL  tukuru:ba 
 来たから  このように  引ける  ところ-をば  引いて  上げられる  ところ-をば 
 agiL,  mata  sjagi:  kïke:  tukuru:ba  sjagiL-ti:-ja,  sïmisïmi  sï-taL. 





41. misïta:L-ga  naka-kara,  bikiduM-ju  nuzïM  pïtu-nu,  miutu:  si: 
 ３人-が  中-から  男-を  望む  人-の  夫婦-を  して 
 ko:fukuN  kurasï-taL-ti:. 
 幸福に  暮した-と 
３人の中から、（その）男を望む（ft.好いている）人が、夫婦をして（ft.夫婦になっ
           
            
          
         
                     





42. pïgoro:  M:na-N-ja  sicibumunu-nu,  naNzju 
 日頃-は  皆-に-は  七分者-の  あまりよくない 
 umukutu-nu  ne:N-daki-ni  mi:raiL  pïtu  aLgadu, 




43. aNsïbadu,  kanagai-kara,  usï,  nu:ma-nu  Nna:-nu,  karamaki:-taka: 
 だから  昔-から  牛  馬-の  縄-の  絡まっていたら 
 ta:-ga  usï,  nu:ma  arabaM,  no:si:,  naL-tika:,  fusja-nu  aL 
 誰-が  牛  馬  であっても  直して  なるなら  草-の  ある 
 tukuru-Nke:  pïkima:sï-du,  kaMganase:  mi:  wa:L-ti:nu  munu. 











44. kure:,  kunu  de: N  cju:sja:-taL  usï-mai,  gagari  usï-mai,  usï-Nke: 
 これ-は  この  とても  強かった  牛-も  痩せる  牛-も  牛-へ 
 MmariL  mai-ja  niNgiN-du  a-taLrugadu,  kunu  qfai  usï-nu  de:N 
 生まれる  前-は  人間-ぞ  あったけど  この  太る  牛-の  とても 
 cju:sja:L  usë:,  kunu  gagari  usï-Nke:,  niNgiN:  Mmari:  buL 
 強い  牛-は  この  痩せる  牛-へ  人間-に  生まれて  いる 
 
 kuru-N,  uqka-nu  a-taLru-gadu, 
 頃-に  借金-の  あったけど 
これは、このとても強かった牛も、痩せる（ ft.痩せている）牛も、牛へ生まれる
    
             
      
                                  
                
          
       






45. ～-ti:nu  kutu-kara  si:-du,  munu:  qsï:  pïtu-Nke:  nare:  mi:L-badu, 






46. Mme  jamuiN,  “piNna  munu  aNsi:-du,  na:-ga  tiN-tu 
 もう  止む得ぬ  変な  もの  そのように-ぞ  自分-が  天-と 
 uL  nu:L  sï:  tubï-gïM-ju,  nusumari:  ne:N,  satunusïsaN”-ti: 
 下り  上り  する  飛び-着物-を  盗まれて  しまった{ない}  里主サン-と 
 Mme,  qsari:-du, 




47. kamisori-u  uL-ga  aLkï  micï-N  tati:  ucuki:  ukï-tika:-du,  bata-u 
 剃刀-を  それ-が  歩く  道-に  立てて  置いて  おいたら-ぞ  腹-を 
 bari:  sïni-taL-ti:. 






48. unu,  funi  agiL  kikai-nu  ju.↗ 
 その  船-Ø  上げる  機械-の  よ 
その、船（を）上げる機械の（ある家だ）よ。 
 
49. agu,  qva-ga  kuruma-gama  ure:,  nu:L  munu  ara-N  sja:.↗ 
 [感]  あなた-が  車-[指小]-は  それ-は  乗る  もの  ではない  さ 
あら、あなたの車はそれは、乗るものではないでしょ？ 
           
         
     
              
         
          




50. unu  aLkï  micï-nu  ho:ko:cigai-ba  si:,  Mme  ikï-gumata-nu  micï 





51. aNtidu  niwa-N,  iqtaN-bakaL-nu  saNtu:ba  cuqfi:  wa:riqti:, 
 そして  庭-に  一反-ばかり-の  (屋敷内の)貯水池-をば  作り  なさって 
 uL-Nka  mizü:  tamarasiti:-du,  koi-o,  koi-o  cukanu:  munu-ti:  ju, 
 それ-に  水を  溜まらせて-ぞ  鯉-オ  鯉-オ  飼う  もの-と  よ 
 tanusuM  munu:  si:  wa:L-taL-ti. 










52. junagatu,  ïzu  tuLga  ikiqti,  baqsi  munu-nu  aL-ba,  “tau 
 夜  魚-Ø  採りに  行って  忘れ(る)  もの-の  あるので  誰 
 arabaM  iki:  turi:  ku:”-ti:  jarasï-badu, 
 であっても  行って  取って  来い-と  やらす-と 
夜、魚（を）採りにいって、忘れ（た）ものがあるので、「誰でも（いいから）行
って取って来い」とやらすと、 
53. Mme  jukuti:  ucukiqti:  Nne:ka-kara,  gasu-ti  kï:-taL-cï:-badu, 
 もう  横手(に)  置いて  真中-から  [擬態語]-と  切った-[引･推]-ので 
 unu  ba:-N,  unu  sïbuL-kara-nu,  idi  mizï-nu,  kanu, 
 その  場合-に  その  冬瓜-から-の  出(る)  水-の  あの 
 qvata:  mi:  mi:L  sja,  kanu  upu-ka:-ti. 
 あなたたち-は  見て  みる  さ  あの  大-川-と 
もう横手（に）置いて、真ん中からガスって切ったらしく、その時、その冬瓜の中
         
             
              
           






54. uL-ja  M:na  pitu  to:ri  ja:susju-dataL,  e:  sïni-du 




55. asjugadu  mutunuse:  kau  nusï-Nke:-nu,  uqka-nu-du  kanagai-kara 
 だけど  元主-は  買(う)  主-へ-の  借金-の-ぞ  昔-から 
 a-taL-gi  munu. 








56. jubi,  jubi  kïkï-ta:L  panasü:-ti-du  bareqra:. 
 夕べ  夕べ  聞いた  話-を？-と-ぞ  笑っている-よ 
夕べ聞いた話って笑っているよ。 
57. qfa-nu  fa:-ti:  subadu,  unu  fu:  munu-Nka:,  musï-nu  Mme-nu 
 子-の  食おう-と  すると  その  食(う)  もの-に-は  虫-の  [Pl.]-の 
 baki:  buL.  asjugadu,  “Mma-ga  kïM-kara  Ndasi:  wa:L-taL, 
 わいて  いる  だけど  母-が  心{肝}-から  出し  なさった 
 bakari-nu  munu  ari:”-ti:,  sa:ti:  fe:qti:, 
 別れ-の  もの  だから-と  [擬態語]  食って 
子供が食べようとすると、その食べ物には虫なんかがわいている。だけど、「お母
さんが心から出しなさった、別れのものだから」と、一生懸命食べて、 
58. sjo:gacue:gu-mai,  sjeNta:-N-kara  muti:  kï-taL  munu  turasi:.  ite 
 [歌謡名]-も  センター-に-から  持って  来た  もの-Ø  取らせた  [？] 
 oba:-N  nara:si-ti. 
 オバー-に  習わせ-と 
「正月エーグ」も、センターから持ってきたもの（を）取らせた（ft.あげた）。イテ
                 
           
        
         
                     
    
        
                
     










59. iki  Nga-ti:  sïgadu  unu,  u:sjazusju:-ga  sjasïkomi  wa:L-taL 
 行って  抜こう-と  するけど  その  ウーシャズ主-が  差し込み  なさった 
 ki:-ja  Ngari-N. 
 木-は  抜けない 
行って抜こうとするけど、その、ウーシャズ主が差し込みなさった木は抜けない。 
60. du:-ga  cuqfï-taL  ja:-ju  jakuniN-nu  Mme-nu,  pïkiagi:  tubï-taka: 
 自分{胴}-が  作った  家-を  役人-の  [Pl.]-の  引き上げて  行ったら{飛んだら} 
 kiduku  ari:-ti:,  unu  ja:-nu  para-u,  uma  kuma  kizu:  cuki:, 
 気(の)毒  だから-と  その  家-の  柱-を  そこ  ここ  傷-を  つけて 
自分が作った家を、役人たちが（調べて分不相応だと）引き上げていったら気の毒
だからと、その家の柱をあちこち傷をつけて、 
61. unu,  jo:zi  sï-ga  kï-taL  dusë:  tati:  iki:, 







62. unu  aparagi  sjugaL-ba  si:  kesjo:-ba  si:  kï-taL  miduM-ja  M:na 
 その  美しい  装い-(を)ば  して  化粧-(を)ば  して  きた  女-は  皆 
 pamiLru-gadu  atara-N. 






                 
                          
                      
            
                 
                                                   
     







63. ati  aparagisjaN,  kuL-u:  mi:-taL  si:niN-nu  Mme:, 
 とても  美しくて  これ-を  見た  青年-の  [Pl.]-は 
 kairi:-ja  sïnisïni  si:  buL-ba, 
 返って-は  死に死に  して  いたので 
あまりに美しいので、この子を見た青年たちは、（ひっくり）返っては死んだりし
ていたので、 
64. unu  kacï-taL  si:niN-nu  umukutu  muno:,  irisuzuja:-nu 
 その  勝った  青年-の  知恵{思う事}  もの-は  イリスズヤー-の 
 muku-N  naL-taL-ti:. 








65. “kunu  karasï-taL  ziN-ju  muti:-du  baN-ja  sïma-Nke:  kairi-gumata 
 この  借らした  銭-を  持って-ぞ  私-は  島-へ  帰る-[当然] 
 aLru-gadu,  ziN-ju  para:-N-gutu  piNgi:  buL.  para:-maN-ti:nu 
 であるけど  銭-を  払わないで  逃げて  いる  払わない-との 
 kïmucï-kara  sja:mi:”-ti  basjaqzi:, 
 気持ち-から  だろう-と  怒って 
｢この（あなたに）貸したお金を持って私は島へ帰るはずだけど、（あなたは）お金
を払わないで逃げている。払いたくないという気持ちからだろう」と怒って、 
66. mata,  ka:sïdai-ju  uki:  paku-Nka  ïzi:  ukiqti:,  atukara  mi:-tika: 
 また  菓子代-を  受けて  箱-に  入れて  おいて  後から  見ると 
 
 unu  ziN-ja,  ziN-ja  ara-N-gutu  kabü:  jakï-taL  karapai-du  atari:, 
 その  銭-は  銭-は  ではなく  紙-を  焼いた  灰-ぞ  であったから 
また、菓子代を受けて箱に入れていて、後からみると、そのお金は、お金ではなく
                           
               
                 
            
       
       
          
       
    







67. uma-N  a-taL  kabaN-ja  Nda. 
 そこ-に  あった  鞄-は  どこ 
68. kïnu:  a-ga  sjuba-N  bu-taL  pïto;,  ba-ga  uqtu. 






69. “aNsi:-du,  ka:  ozi:-ga,  uNsjuku,  M:na  jo:  munu-mai 
 そのように-ぞ  貧しい  おじー-が  すごく  皆-Ø  弱い  者-も 
 micugi:  wa:L-taL  ozi:-ga,  nakunari:  buL”-ti:,  Mme  iki:  reNraku 














70. “ure:,  kunu,  nara-ga  funi-u  kugi:  buL  ïzaku-ni:,  sjuba-u 
 それ-は  この  自分-が  舟-を  漕いで  いる  櫂-で  傍-を 
 tatakï-badu  no:L”-tu  wa:L-ba, 
 叩けば  直る-と  仰ると 
｢それ｛note.舟への海水の浸水を指す｝は、この、自分（ft.あなた）が舟を漕いでい
                 
                   
     
      
       
     
    
      





71. pïtu-nu  mi:  buL  tukuru-N-ja  mata  kure  beNzjo:-ja  sju-N,-ti  ï-badu, 
 人-が  見て  いる  所-に-は  また  これ-は  便所-は  しない-と  言うと 
人が見ている所では、またこれは便所はしない、と言うと、 
〇限界に方向づけられた過程の継続 
72. we:  nama-game  cufari:  buL  tukuro:. 






73. “kure:  nai-nu  naL  ki:-nu  nai.  we:,  kuL-u:  muqtui  ja:-Nke: 
 これ-は  実-の  なる  木-の  実  [間]  これ-を  持って  家-へ 
 ikï-tika:,  micï-nu  katafuta-N  qfa-nu  Mme-nu,  naugara:-nu  sjaku 
 行くと  道-の  片方-に  子-の  [Pl.]-の  何やら-の  程度 
 tabariqte:,  unu  qva-ga  muti:  buL  munu:  buqsa:,  buqsa:-ti 
 集まって  その  あなた-が  持って  いる  もの-を  欲しい  欲しい-と 
 M:na  acumari:  kï:  pazï  aL-ba,{省略}” 









74. kaNbo:-ti  nini:L  uqtu-N  nicufusjuL  numasja-zï:. 
 感冒-と  寝ている  弟or妹-に  熱薬-Ø  飲まそう 
風邪と寝ている弟に熱薬（を）飲ませよう。 
75. kama-N  bi:  buL  pïto:  tau-ga:-ti:  kïki:-taL  jo:. 
 あそこ-に  座って  いる  人-は  誰-か-と  聞いていた  よ 
あそこに坐っている人は誰かと（私に）聞いていたよ。 
                      
                 
           
          
       
        
                      
             
                   
                             









76. aL  pï:  jami:  buL  uja:  qfa-u:  abiri:-du  tu:zuki-taL-ti:. 
 ある  日  病んで  いる  親-は  子-を  呼んで-ぞ  指示した-と 
ある日、病んでいる（ft.病気の）親は、子供を呼んで言ったそうだ。 
〇動作主体の生理・心理的な状態 
77. aL  pïtu-nu-du:,  aL  hoNja-Nke:  hoN  ko:ga-ti  ikiqte:, 
 ある  人-の-ぞ  ある  本屋-へ  本-Ø  買いに-と  行って 
 hoNdana-u  mi:L-badu,  nara-ga  uNsjuku-N  nuzumi:  buL  hoN-nu 





78. karijusu  pïkazu-nu  aL  pï:-nu  sje:kaN,  pama-Nke:  touka: 
 おめでたい  日数-の  ある  日-の  早朝  浜-へ  １人 
 isjugi:  buL,  junsuu:  cibi-kara  abiL  pïtu-nu  buL. 
 急いで  いる  ユヌス-を  後ろ{尻}-から  呼ぶ  人-の  いる 
ある日の早朝、浜へ１人急いでいるユヌスを、後ろから呼ぶ人がいる。 
〇存在動詞（/aL/） 
79. kuma-N  ari:L  hoN-ja  M:na,  ba-ga  munu  do: 







80. kuruma-mai-du  ikï-ti  ï:  dara:na  kaNsi:  kiqti:  uNsi: 
 車-も-ぞ  行く-と  言う  だろうね  あのように  来て  そのように 
 magari:L  munu  ju. 
           
               
                                      
           
         
     
       
          




 曲がっている  もの  よ 
車でも行く（ft.行ける）って言う（ft.言っていた）よね、あのように来て（ft.行って）、
そのように曲がっているもの（ft.所）よ。 
81. kunu,  ami-nu  kutu:,  ami-nu  kutu:  kakai:L  tukuru:, 
 この  雨-の  こと-を  雨-の  こと-を  書かれている  所-を 
 kakai:L  buNsjo:-nu  tukuru:  Mme  mafuda:  teisei-ba  si:, 






82. unu  ju:ki-nu  aL  bikiduM-ja,  jamamicü:  aLki:  bu-taL-ti:. 
 その  勇気-の  ある  男-は  山道-を  歩いて  いた-と 
 jukuefumei-ba  sumi:  buL  Nzja-u  keNkju:sï:  tami-N  ju. 
 行方不明-(を)ば  させて  いる  やつ-を  研究する  ため-に  よ 
その勇気のある男は、山道を歩いていたって。行方不明をさせている｛note.村人を
行方不明にしている、ということ｝やつを研究するためによ。 
83. aM-ju  sju:ri,  “aM-ju  cuqfe:”-ga  i:  na.  aM-ju  cuqfe:  wa:ri:L 
 網-を  修理  網-を  作って-ガ  イー  ナ  網-を  作り  なさっている 
 naifu-gama,  kunu  naifu:, 








              
          
              
               
               
     





84. cjawaN-nu  ne:N-niba,  du:ta-ga  numi:  bu-taL  cjawaN-ju 
 茶碗-の  ないから  自分{胴}たち-が  飲んで  いた  茶碗-を 
 migakasi:,  pa:-gama-ni:  faMburi:  wa:L-badu, 
 綺麗にして{磨かして}  歯-[指小]-に  噛み折り  なさると 
(新しい）茶碗が無いので、自分たちが飲んでいた茶碗を綺麗にして（差し上げよ
うと）、歯で（茶碗のふちを）噛み割りなさると、 
85. ja:-nu  kubiqta-N  naka-nu  jo:su:  mi:  bu-taL  tura:,  kunu 
 家-の  壁-に  中-の  様子-を  見て  いた  トラ-は  この 
 panasü:  kïkiqti:, 
 話-を  聞いて 
家の壁に（くっついて）中の様子を見ていたトラは、その話を聞いて、 
〇限界に方向づけられた過程の継続 
86. paLmicï-Nke:  kï:-badu,  ta:-Nka  fusja-u  turi:  bu-taL  pjakusjo:-nu, 
 畑道-へ  来ると  田-に  草-を  取って  いた  百姓-の 
 qsa-N-gutu,  duru  daL  fusja:,  micï-Nke:  jaL-badu,  nu:ma-nu 
 知らないで  泥-Ø  垂れ(る)  草-は？  道-へ  投ると  馬-の 
 bata-N  atari:,  duL  daL-ba  sïmi:, 











87. agaitaNdi:-ti  uduruki:,  muti:  bu-taL  izjara-si:  tura-nu  zju:-ja 




            
                   
          
                
            
                         
            
       
      
         
      







88. kanu  miNna-N-ja,  we:  hoNto:-N  unu  funi-nu  bari:taL  tukuru-nu 
 あの  水納-に-は  [間]  本当-に  その  舟-が  割れていた  ところ-の 
 Mta-ti:  aLro:, 
 土-と  あるよ 
あの水納には、本当にその舟が割れていた（ft.割れて沈んでいた）ところの土と（い
うのが）あるよ、 
89. jana:cjagama  usjumi:  mi:  buL-badu,  nara-u  kï:-nu  cukï-taL-ga 
 こっそり  かがんで  見て  いると  自分-を  気-の  ついた-か 
 ge:ra,  waoN-ti  tatiqti:,  be:be:be:-ti:  baNkiqti:,  jama-Nka-Nke: 
 らしい  [擬態語]-と  立って  [擬声語]-と  鳴いて{喚いて}  山-に-へ 
 pïtu-kara  pari:  tubï-taL-cu:-badu,  juka:ra-u  si:  mata 
 １匹  走って  行った{飛んだ}-[引･推]-ので  横-を  して  また 
 cibi-u  si:  bi:  bu-taL  ikïmusï-nu  Mme-mai,  M:na  ciri: 
 後{尻}-を  して  坐って  いた  生物-の  [Pl.]-も  皆  散って 
 jama-Nka-Nke:  piNgi:  tubï-taL-ti:. 









90. uma-N  ari:-taL  kabaN-ju  Nda-Nke:  muti:  ikï-taL-ga. 
 そこ-に  あった，[融継]  鞄-を  どこ-へ  持って  いった-か 
91. ××,  kanu:  kaNgofu:  si:-taL  qfa-nu,  miduMqva-tu. 




                             
                                
              
                 
       
              
       





92. kunu  tujume-nu  ju:bai-ba  si:-taL  kaNdatuja:-nu  miduM:-ja 
 この  豊見親-の  夜這い-(を)ば  していた  カンダトゥヤーの  女-は 
 tura-nu  pa  urazja-Nke:  Mme  paLru:  si:  gusiN-ba  ne:ri 
 寅-の  方位-Ø  裏座-へ  もう  はだか？-を  して  陰門-(を)ば  向けて 
 nini:,  nini:  buLru-Nke:-du
17
 








 （アクチュアルな用法） （非アクチュアルな用法） 
a．完成相・連体形； 〈実現する動き〉 〈反復的な動き〉 
 〈継続的な動作・状態〉 〈一般的なコトガラ〉 
 〈基準時点における状態〉  




 〈限界に到達した動作〉  
c．継続相・連体形； 〈動作の過程の継続〉 〈反復的な動き〉 
 〈変化の結果の継続〉  
 〈基準時点における状態〉  
d．継続相過去・連体形； 〈動作の過程の継続〉 〈反復的な動き〉 
 〈変化の結果の継続〉  




























非 過 去 過   去 
同形型 異形型 推量形型  
完成相 kakï ス(シ) 
(mi: 
シ) 
kakazï: セ(ム) kakïtaL シタリ 
継続相 
[融合形] kaki:L  シアリヲリ 
― ― 
kaki:taL シアリヲリタリ 






































cf. agai,  nu:-nu,  usï-nu-du  ki:L  na  ure:.  〈限界に到達した動作〉 





cf. “ida-gami-ga  ikiqtaL-ga.”  ”naNri-pudu  Mme  ikiqta.”-ti:  ï:-badu, 











cf. “a:  ba-ga-du  Nna-u  muti:  buL.  de:”-ti,  we:si:  wa:L-tikara:-du, 






          
    
















ex. umukutu  muno:,  irisuzuja:-nu  akaL-u:  mi:tui,  “kanu,  tu:L-nu 
 知恵{思う事}  もの-は  イリスズヤー-の  灯-を  見て  あの  ランプ-の 
 sïta-N-ja,  ba-ga  miduM  naL-gumata-nu,  kaL-ga-du  buL”-ti: 
 下-に-は  私-が  妻{女}-Ø  なる-[当然,推量]-の  あれ-が-ぞ  いる-と 
 unu  miduM-nu  ka:gi-u  kanamaL-Nka  ukabi:  butui, 











cf. “sjudacï-zïma-N pairu.” ｢育ち島で栄えろ｣ [諺] 















                                        








“kunu tujumenu ju:baiba i:tal kandatuja:nu midum:ja turanupa 





















鈴木 重幸 1979 「現代日本語の動詞のテンス」言語学研究会編『言語の研究』：5-59，
むぎ書房｛鈴木1996『形態論・序説』所収：107-158｝ 
須田 義治 2003 『現代日本語のアスペクト論』海山文化研究所 
 2005 「連体形のテンス・アスペクトについて」『沖縄大学人文学部紀要』
6：15-24 
高橋 太郎 1973 「動詞の連体形「する」「した」についての一考察」『ことばの研究』
4（国立国語研究所論集4）：101-132，秀英出版 
 2003 『動詞九章』ひつじ書房 
高橋太郎他 2005 『日本語の文法』ひつじ書房 
丹羽 哲也 1996 「ル形とタ形のアスペクトとテンス」『人文研究 大阪市立大学文学
部紀要』48；703-740 
 1997 「連体節のテンスについて」『人文研究 大阪市立大学文学部紀要』
49；295-330 
Hosei University Repository
